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理解しやすいようサブテーマ番号逆
順で説明しいます
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まとめ
・外来アリでは巣間分業とウィルス感染により、巣の餌嗜好
性は糖分嗜好とタンパク分嗜好に偏る傾向。
・ベイトを摂食しない場合には、タンパク分と糖分を別個の
ベイトの形で提示するとよい。
・固形ベイトを食べないときには水溶液を用いると改善する。
・以上の方法の有効性は新規外来種で確認。
・フィプロニルおよびピリプロキシフェンベイト殺虫効果が
大きい
・コンテナ内の消毒にはワンプシュ式ピレスロイド剤が有効
・特定外来アリの同定にはLAMP法が適用可能（ヒアリでは社
会実装済み）
・外来種侵入への迅速対応のためステイクホルダー間の共働
体制構築を試験
・対外来アリ監視の目が拡大すべく市民普及プログラムを
作った
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査読付き論文 19件
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「国民との科学・技術対話」の実施 90件
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